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こうして、主は救われる人々を日々 仲間に加え
　　 　　　一つにされたのである

CHRISTIANBOOKS & CDsシリーズ ・ 私の教会 シリーズ ・ キリスト教関連メディア紹介

悩む力
～弱さを受け入れる～

日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団

多摩川キリスト教会
柴田 佳苗
女子短期大学 現代教養学科2年

　私が通っている教会は、日本ア
ッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団の
「多摩川キリスト教会」です。この教
会の歴史は、1950年に初代牧師の
堀川喜雄太師夫妻が自宅を開放し
て伝道を開始したことから始まりまし
た。1981年に、４代目の牧師として、
直井政勝師・光代師が着任し、1998
年に現在の教会に場所を移し礼拝
を守っています。
　多摩川キリスト教会は、新宿か
ら約30分の京王多摩川駅近くの、
調布市の住宅地にあります。その為、
外国人も多く住んでおり、中国人、
フィリピン人の方たちも少数ながら、
レギュラーメンバーとして礼拝に参
加しています。そこで時には、海外の
賛美や祈りを通して、突然礼拝が国
際色豊かなものに一変することがあ
ります。
　人数はあまり多くはないものの、
教会の方一人ひとりと話すことがで
きる、とてもアットホームな教会です。
また、礼拝後には婦人部の方たちが
昼食を用意してくださるため、食事を
通して、また、食事後の時間に互い
の趣味などを通して交わりの時間を
持っています。加えて、木曜日には
「聖書研究会」と「とりなしの祈り会」
が開かれています。
　そして、一年に一度は他の教会
から先生をお招きして、特別集会を
もつ機会も与えられています。
　教会の構成メンバーは、年配クリ

スチャンが多く、その存在感は教会
全体にどっしりとした安定感をもたら
し、大助かりです。しかし、10代20代
が少数であることは教会の将来を考
えた時には赤信号であるため、教会
では小さな魂を救いに導こうと、様々
な課題に取り組んでいます。例えば、
特別子ども会、キッズ・イングリッシュ・
クラブ、賛美集会など、この先さらに
多彩なプログラムを検討中です。
　今後の教会ビジョンとしては、本格
的な教会建設を考えているとのこと
です。新しい教会堂を通して、地域
の交わりに関わっていける教会づくり
をしていきたいと考え祈っています。
　主題聖句　「死に至るまで忠実

でありなさい。そうすれば、わたしは
あなたにいのちの冠を与えよう。」
ヨハネの黙示録２：１０（新改訳聖書）
　地上で得る名誉や権力によらず、
天上で神様から与えられる冠のた
めに日々奉仕し、互いに支え合い、
祈り合える教会、そして目には見えな
い神様の存在を現すための教会を
目指しています。
　とても親しみやすい方ばかりで、
牧師夫妻も優しく本当の家族のよう
に接してくださいます。そのため、
どんな時でもどんな方でも温かく迎
えてくれる教会です。よろしければ、
一度お越しください。

　現代に生きる日本人にとって聖
書の背景は馴染みが薄い。たとえ
ば、荒れ野、シナイ山、なつめやし、
といわれても、多くの日本人にはピン
とこないのではないか。聖書の舞
台は地理的に日本から大きく離れ、
文化や生活習慣も大きく異なるた
めであろう。そのため、聖書を読み
ながら想像を巡らせることは楽しい
が限界もある。そこで別の資料で
詳しく調べてみたいと思うが、つい
億劫な思いが先に立つ。昨年新し
く発売されたビジュアル聖書ソフト
『Glo』は、そんな私たちにとって大
いに役立つ。聖書を読みながら同
時にさまざまな知識をビジュアルに
教えてくれる、まさにインターネット時
代の聖書といえよう。
　『Glo』の特長を説明すると、まず
450以上のバーチャルツアー、2,300
点以上の高解像度画像、140点以
上の地図、650点以上の美術作品
が収録されていることである。聖書
を読む際にそれらのうちから関連
するビジュアル資料に瞬時にアクセ
スできる。実際に利用してみると、ビ
ジュアル資料のインパクトの大きさ
を実感でき、聖書に対する興味が

広がることがよく分かる。
特にバーチャルツアーは
おすすめで、イスラエル
旅行などを簡単にPCの画面上で
疑似体験できる。聖所の構造や内
部などもＣＧを用いた視聴覚資料に
よって深く理解できる。
　気になる点もある。まず少々値が
張ることである。そのため図書館や
教会にぜひ置いていただきたい。ま
た、聖書を読む際に、読んでいた聖
書箇所からいつの間にか別のビジ
ュアル資料に関心が動いてしまうな

ど、聖書のことばへの理解がおろ
そかになる可能性に注意が必要
である。この意味で、この聖書ソフト
はあくまでも紙の聖書を補完するも
のと考える。
　百聞は一見に如かず。まずは試
しに触れてみて欲しい。聖書の記
述が具体的にイメージし易くなり、
聖書がより身近なものとなること請
け合いである。

〒182-0025 
東京都調布市多摩川7-2-4 
電話 042-483-1090

● 京王線「京王多摩川」駅より徒歩約5分
● 京王線調布駅南口より　「多摩川住宅西」行きバス
　　　　　　　　　　　「多摩川駅入口」下車徒歩約３分
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　私の研究対象の分野では、毎月のごとく、革新的な技術が生まれ、社会生活や慣習
への影響が議論されます。また青山・渋谷は世界のなかでも刺激に満ちた地です。いろ
いろ熱狂的に試してみることは、人類の進歩には欠かせない過程だと思います。それで
も大学や学院は、普遍の何かを求める存在でありたいと思いますし、迷ったときに戻れる
場になれるよう、神様のご加護のもとに作る努力をしていきたいと思います。

シリーズ地の塩、世の光

中等部カウンセラー
川城 美輪

　スクールカウンセラーとして子どもた

ちと接してきて、ここ数年印象的に感じる

ことがあります。それは、‘悩みを打ち明け

られない子どもが多い’ということです。

一人ひとり抱える悩みは違いますが、その

多くを胸の内にしまって一人で思い悩ん

でいるようなのです。

　私が中学生だった頃、やはり色々な問

題に頭を悩ませる日々でした。でも、それ

を支えてくれたのは、家族や友人、先生で

した。当時は特別なこととは思わずにいま

したが、今思い返すと、誰かに相談するこ

とで悩みを克服するだけでなく、自分自身

を知るための大事な作業であったように

思います。また、自分の相談だけでなく、

誰かの相談にのることで、他者を理解し寄

り添うことも学んでいったように思いま

す。人を支え、人に支えられる関係の中

で、心の強さと優しさを知ることができた

のは、今でも私の人生の財産となってい

ます。

　今の子どもたちが抱える悩みは、私た

ちの時代より複雑なものになっているか

もしれません。しかし、根本的なところは

共通していると思います。では、なぜ悩み

を打ち明けられないのか？子供たちに尋

ねると、「こんな暗い話を聞いてもらうの

は申し訳ない。」「こんなこと打ち明けた

ら、弱みを握られることになる。」という答

えが返ってきます。申し訳ないというの

は、一見他者を気遣っているように思えま

すが、よくよく聞いていくと、重い空気にし

て雰囲気を悪くしたら、暗い人と思われ

て、嫌われてしまうかもしれないという意

味だったりします。悩むことが人に迷惑を

かけることで、時に弱みになるというのは

衝撃的でした。多くの子が、悩みもなく、

明るく元気な強い人間でいなければと囚

われ、自分らしさを必死に抑えこんでいる

ように私には見えてきます。想像するだけ

でも、息苦しく、窮屈な世界です。

　今一度、周囲を見渡してみてください。

ありのままの自分をわかってくれる人が

いると思います。その人に勇気を出して

話してみてください。また、誰かの痛みに

寄り添う心で、大切な人の話を聴いてあ

げてください。人間は誰でも弱さを持って

います。弱さは欠点ではありません。弱さ

を受け入れることで、ありのままの自分を

認め、ありのままの他者を認めることがで

きるようになります。弱い自分を知る勇

気、弱い他者を受け入れる優しさ、本当の

意味での強い心をどんどん育てていって

ほしいと思います。私自身も、そのことを

少しでも経験してもらえる出会いの一つ

になればと思いながら、子どもたちとの時

間を過ごしています。

初等部講師

Julia Kuwahara

　Swish2, swish, swish through the tall grass I 
tried to keep step with my “Auntie May3” as 
we walked along an overgrown path in the 
humid heat of Indiana’s summer. “Ichi, ni, san, 
shi,”my aunt chanted4 as we walked. “What 
are you singing?” I asked. “It means, ‘one, 
two,three, four’ in Japanese,” was her answer. 
“Ichi, ni, san, shi,” the two of us marched until 
we  found  a  place  to  sit  and  eat  our  snack.
　My six-year-old curiosity could hardly wait 
for her to open the big, strange handkerchief. 
Untying it, she explained, “This is called 
furoshiki. Everybody uses them in Japan.” 
I was fascinated by its pretty colors and 
rich5 texture. She took out some crunchy, 
salty-sweet crackers and we started to 
munch. “These are Japanese sembei. 
They’re made of rice.” I’d never eaten rice 
before, but I immediately wanted to go live 
where I  could eat sembei every day.
　“Where is Japan?” I wanted to know. 
My aunt started to scratch6 a map of the 
world in the dirt7 with a stick…”Well, here 
is Indiana, right in the middle of the 
United States…and way over here is Japan, 
almost half-way around the world.”
　This was too much for my young brain to 
absorb8. It seemed impossible for me to ever 
go to a place so far away. I knew my aunt 
would soon go back to that far place and I 
might not see her again. Suddenly, I felt a 
huge sadness. I was too young to understand 
that my aunt was a Methodist missionary9 
and that she was teaching English to young 
women at a school called Aoyama Gakuin.
　Seeing my cloudy expression, Auntie 

May erased the dirt map with the toe of her 
shoe and scratched some strange lines, 
first, a horizontal10 line, crossed by a curved 
vertical11 line and then a shorter curved 
line. “Hito,” she declared. “That means 
‘person’. Scratch, scratch, scratch…”yama,” 
she announced. “That means ‘mountain’. 
It’s part of the name of the school where 
I teach.” Somehow12, I sensed that the 
real surprise was not that my aunt had 
opened furoshiki and given me sembei 
but that she had opened my mind to 
the world of languages. More than 
that, she had shown me that God’s 
love  was  in  the  act  of  teaching.
　It seemed like a small episode, but now 
that I think of it, the work of God goes a 
long way : More than fifty years have 
passed since that hot summer when I first 
learned that there is a wider world. Only 
God knew that my aunt was opening the 
door of my life experience. Only God 
knew that I would one day marry a Japa-
nese man and create an “international 
family”. Only God knew that one day I 
would also teach English on the campus 
of which my aunt Barbara May Bailey 
was so enormously13 proud: Aoyama Gakuin.
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各界 で活躍するクリスチャン

Japan Assemblies of GOD Tamagawa Church

海外キリスト教事情

揺

れ

動

く

季

節

に

God Works in Wondrous1  Ways

（大学 総合文化政策学部教授　内山　隆）

19

陣内 大蔵

僕と歌と教会

　僕は教会に生まれ育ちました。礼拝堂で遊ぶ
のが大好きでした。賛美歌で歌うことに目覚め、教
会のピアノで歌を作ることを覚えました。礼拝堂の
響きは自分の世界を作るのに好都合。やがて僕
の作る歌は教会から少しずつはみ出していきま
す。ロックバンドを組み、オリジナル曲を歌い町の
人気バンドになり、コンテストにも出ました。全国大
会に進みいくつも賞を貰いました。僕は大学の神
学部に進んでいましたが、音楽が忙しくなり夜逃
げ同然で上京。そんなに楽ではなかったですが、
メジャーデビューできたのが22歳の終わり。そこか
らはシンガーソングライターとしてがむしゃらに気
張りました。毎年アルバム作品をリリースし、コン
サートツアーをし、そしてまた歌を作るという繰り返
し。自分の作りだす音楽に自信が持てましたし、歩
む道に誇りも感じられた20代。しかし、ほんのちょっ
としたボタンの掛け違いで順風満帆の日々が中
断。契約関係、金銭関係、人間関係、色んなもの
が複雑に絡んでしまって、30代半ばに心も体も動
きがとれない時期がありました。戸惑いが隠せず、
友人達の活躍が眩しく見えて、被害妄想でヤケ
にもなりました。歌を生みだすというのはセンシティ
ブで、そんな精神状態ではさっぱり作れません。い
ろいろ小生意気に振舞っていたのにまるでダメ。

己を責めて、のたうち回って、本当に自分一人の
限界を知りました。そんな時にあらためて「セッショ
ン」の力に気付きます。人と一緒に音楽を作る。音
楽って、例えば自分の力50％、相手の力50%、足
して100%にはならないんですね。素敵な化学変
化がおきて150%、200%と信じられない展開に
なっていきます。お陰で僕も歩みを進めることがで
きました。もちろん頭では知っていましたが、その
時上記の聖句が初めて心に染みたんです。「神
の力は人と人との交わりのなかに働くのだ」とそん
なふうに。どんな職種の人とお話ししてもこのこと
は同意して下さいます。自分一人には限界がある
けれども、関係性の中にこそ希望があるのだな、と
感じるようになりました。
　こんなふうに、教会で生まれ育った僕が「福音」
を実感するに至ったのは音楽のお陰。40歳を超
えて牧師の仕事を始めてからは音楽活動のスタ
ンスも変えました。お声がかかれば全国どこへで
も歌いに行こうとフットワークを軽くしました。する
と、教会・学校・施設・病院・刑務所、etc、歌の旅に
はこれまた本当にたくさんの出会いが待っていま
した。行く先々で出会う方 と々一緒に音楽をする
つもりで、そして、人と人とのあいだあいだに神さま
からのいい風が吹くことを願いながら、全国でコン
サートを続けています。
（音楽活動ＨＰ）　http://jinnnouchitaizo.com

ルカによる福音書 第17章21節

実に、神の国はあなたがたの間に
あるのだ。 17: 21 Luke
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〈プロフィール〉　シンガーソングライター。牧師家庭に生まれ育つ。'88年
に「いと小さき君の為に」でメジャーデビュー。以降、「深呼吸」「空よ」「心
の扉」「僕は風 君は空」などのヒット曲を含む11枚のオリジナルアルバムを
リリース。TV番組主題歌･ＣＭソング等も手がけ、作家としても多くのシン
ガーに楽曲を提供。ラジオ番組ＤＪ、音楽専門学校講師、プロデューサー、
山口ふるさと大使など、活動は多岐にわたる。音楽活動とともに'07春より
日本キリスト教団東美教会副牧師に、'10春より主任牧師に就任。
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『Glo 日本語版』

芹田 敏夫
大学 経済学部教授

▲ 聖書「ヨハネによる福音書」の画面

▲ アート（絵画）
　「最後の晩餐」の画面

▼地図「出エジプト」の画面

日本聖書協会　2013年（21,000円＋税）

ビジュアル聖書ソフト
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小島町3丁目
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◎チャーチコンサートなど様々なライブを全国で展開中。デビュー20周年記念ベスト
アルバム「Jinnouchi～20years～」をリリース（'08　BMG JAPAN）。『僕んちは教
会だった』（’07）、『そして僕は、今日も歌おう。』（'09）（共に日本キリスト教団出版局）を
出版。新曲入りベスト盤「GOLDEN☆BEST陣内大蔵」リリース（'11 ソニーレコード）。

あいだ

じんのうち たいぞう

furoshiki

sembei

sembeifuroshiki

yama
Hito

sembei



高等部より

女子短大より

大学より

本部より

（宗教主任　相良 昌彦）

（女子短期大学宗教活動センター）

（宗教センター事務室　平野 修一）

（宗教センター事務室　平野 修一）

6/
6/10

9/23

8/ 4

伝道週間

グリーンキャンプ

秋の伝道週間

11/17月　
創立記念礼拝

保護者聖書の集い

高等部PS講堂

高等部PS講堂

具体的な日時は「高等部便り」でお知らせ
致します。

ペンテコステ礼拝

第7回 東日本大震災被災地支援
ボランティア

11/ 金　14 12：35～13：05
女子短期大学礼拝堂

12：35～13：05
女子短期大学礼拝堂

オータム・リトリート

創立記念礼拝
10/ 月　6 12：35～13：05

女子短期大学礼拝堂

神学校日礼拝

166/ 20金

金

月

96/ 月

奥多摩
バイブルシャレー279/ 土 28日

月 水6

8/ 1 金 木7

高等部追分寮/7 23水

高等部PS講堂10/20月　24金

ペンテコステ礼拝

清里サマー・カレッジ

青山・相模原

全学院の礼拝として行います。
どうぞご出席ください。

月  青山・相模原

火 夕礼拝

チャペル・ウィーク（後期）

10/20月　24金

12/17水

火・祝

オール青山ハンドベルコンサート
13：30～15：30
高等部PS講堂

11/15土　
学院創立140周年記念礼拝

ガウチャー記念礼拝堂

11/26水　
Ａｒｔ クリスマス Ａｏｙａｍａ

短大
ギャラリー他

11/28金　
クリスマス・ツリー点火祭

青　山
相模原

CHRISTIAN ACTIVITIES
CENTER NEWS
宗教センターだより

各界で活躍しているクリスチャンの方に
礼拝でお話をしていただきます。
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高等部宗教主任

ヨハネによる福音書　第20章19～23節あなたがたに平和があるように
　その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子
たちはユダヤ人を恐れて、自分たちのいる家の
戸に鍵をかけていた。そこへ、イエスが来て真
ん中に立ち、「あなたがたに平和があるように」
と言われた。そう言って、手とわき腹とをお見せ
になった。弟子たちは、主を見て喜んだ。イエス
は重ねて言われた。「あなたがたに平和がある
ように。父がわたしをお遣わしになったように、
わたしもあなたがたを遣わす。」そう言ってか
ら、彼らに息を吹きかけて言われた。「聖霊を受
けなさい。だれの罪でも、あなたがたが赦せば、
その罪は赦される。だれの罪でも、あなたがた

が赦さなければ、赦されないまま残る。」
（ヨハネ20:19-23）

あなたがたに平和があるように
　ペンテコステの出来事に先立つこと５０日。
弟子たちに不思議な体験が与えられました。
主イエスの十字架の三日後の夕方でした。弟
子たちは復活の主と再会したのです。「あなた
がたに平和があるように。」これは、扉に鍵をか
け、閉じこもっていた弟子たちにかけられた主
イエスの言葉です。女たちが「わたしは主を見
ました」と弟子たちに語っていたにもかかわら

ず、弟子たちは、不安と混乱の内に取り残され
ていました。大好きであった主イエスを、最も忌
むべき十字架刑によって失う事だけでも十分
な痛みであったでしょう。しかし、人々の目を恐
れ、自分たちに主と同じような災いが及ばない
ように家の扉に鍵をかけて閉じこもっていなけ
ればならない彼らの心の奥底にはどのような思
いがあったでしょうか。そのときでした。彼らは
主イエスに声をかけられたのです。「あなたが
たに平和があるように。」そして「息」を吹きか
けられたのです。元々の言葉、シャロームという
言葉には、主なる神の創造の御業の中に生か

される人間の本質が表されています。主イエス
は、主なる神の祝福と共に、豊かに生きる力が
人に与えられている幸いを、弟子たちに告げた
のです。命の息吹の取戻しです。このときから
少しずつ、弟子たちは主なる神の平和の中へ
と取り戻されていきます。

五旬祭の日の不思議　
　そしてペンテコステの日。使徒言行録の２章
は語ります。「五旬祭の日が来て、一同が一つ
になって集まっていると、突然、激しい風が吹い
て来るような音が天から聞こえ、彼らが座って
いた家中に響いた。そして、炎のような舌が分
かれ分かれに現れ、一人一人の上にとどまっ
た。すると、一同は聖霊に満たされ、“霊”が語
らせるままに、ほかの国々の言葉で話しだし
た。」（2:1-4） エルサレムにはそのときあらゆると
ころから帰って来ていたユダヤの人たちが集
められていました。人々は言います。「彼らがわ
たしたちの言葉で神の偉大な業を語っている
のを聞こうとは。」（2:11） そしてペテロが立ち上
がり語ります。神が、十字架にかけられたイエ
スを復活の主とされたことを。それがすべての
人に与えられた神のみ心であったことを。人々
は心を打たれました。その声に神の真実の響

Special Issue : Weicome to Aoyama Gakuin

ようこそ、青山学院へ
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中等部3年

小野 璃紗あ
な
た
の
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あ
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高等部3年

谷 純太全
て
の「
出
会
い
」に
意
味
が
あ
る

　ある日、友と廊下
を歩いていた。す
ると、彼が僕に対し
て「谷は知り合い
が多いし、顔が広
いよな。どうして
だ。」と言ってきた。
僕は彼がなぜそう
言ったのかと思っ
た。だが、思い返してみると彼と廊下を歩いていた
時、確かに僕は何人かの友達と会い話していて、
その様子を見て彼はそう感じたのかもしれないと
思った。
　では、どうして彼等と友達になれたのかと考えて
みた。僕は、彼等との「出会い」を大切にしたから
だと思う。僕の友達の中にはホームルームや授業
のクラス、クラブ、生徒会活動等を通して友となっ
た者もいる。一方で、特にこれといった共通点や関
わりがあったわけではないのに友となった者もい
る。いずれにせよ、一人一人との「出会い」があっ
た。「出会い」はいつ、どこで、どのようにして起きる
か全く予想していない中で訪れ、一方で神様の計
画の上で「出会い」があった気もする。僕は、こう
考えるからこそ一つ一つの「出会い」を大切にし
てきたつもりだし、これからも大切にしていきたい。
そして、実践するのはなかなか難しいが、出会った
一人一人を大切にする、つまり愛する事ができる
者でありたい。
　ところで、僕は皆さんに一人の方と出会ってほし
いと願っている。既にその方は皆さんに出会おうと
して下さっているから、皆さんにはその方に気付い
てもらいたいのだ。その方とは、イエス・キリストだ。
イエス様と出会う事は、つまり神様と出会う事であ
る。神様は私達と出会おうとして下さっている。な
ぜなら、神様は私達を大切な存在として、愛してお
られるからだ。これは、偽りのない事実である。
　さて、新年度も始まり日々の生活の中に新たな
「出会い」が満ち溢れている。僕は「出会い」は偶
然ではなく必然として訪れ、一つ一つの「出会い」
に意味があると信じている。皆さんは、一つ一つの
「出会い」に対してどう向き合いますか。出会った
一人一人とどう接しますか。

　新入生のみなさ
ま、中等部ご入学
おめでとうございま
す。あたらしい生
活には慣れました
か？　またたくさん
の友だちもでき、充
実した生活を送れ
ているでしょうか。
　皆さんご存知の通り、青山学院にはたくさん
の人が通っています。しかも幼稚園から大学院
まであり、初等部の宿泊行事に大学生がリーダ
ーとして参加したり、中等部生に大学生が勉強
を教えるスタディールームがあったり、初等部生
と幼稚園生の交流会があったりと、年長者が年
下の人の面倒をきちんとみることができ、年下の
人が相談できる環境が整っていると思います。
そのため縦のつながりが強く、同じ学年ではな
い友だちともたくさん出会うことができます。わた
しはそれが青山学院の良いところの一つだと思
っています。
　しかし、いくら友だちが多くてもその中に紛れ
て自分の個性や能力を十分に発揮できない生
活を送るのは本当にもったいなく、後悔するだけ
だと思っています。自分で考え、その考えを貫き
通すことは失敗することもあるかもしれません。
ですが、確実に自分が成長するためには役に
立ちます。
　「あなたの中にある光が消えていないか調べ
なさい。」（ルカ11:35）
　この聖句をわたしはいつも心の中に留めてい
ます。この聖句は、自分の中にある良いところ
が、楽になろうという気持ちや悪い気持ちに流
されて消えてしまわないように、いつも注意して
いなさい、という意味が込められているとわたし
は考えます。わたし自身もみなさんも自分の中に
ある良いところや個性を存分に活かし、人に流
されないはっきりとした意思をもてるよう努力でき
ればよいと思います。始まったばかりの楽しく、多
くのことを学べて、たくさんの先輩・後輩に囲まれ
た青山学院での生活を大切に過ごして、みなさ
んの中にある光がますます輝きますように。

幼稚園教諭

蓮見 洋美自
然
の
恵
み
の
中
で

　ご入園おめでとうご
ざいます。皆さまをお
迎えすることを心待ち
にしていました。一人
ひとりの子どもたちにと
って、幼稚園という場
所が安心できる場所
となるよう、祈りをもって
支えて参ります。
　幼稚園には四季を感じさせる自然豊かな園庭が
あります。春には桜の花びらが舞う中で、年中・年長
組の子どもたちは一つ大きい学年に進級した誇ら
しさや喜びを抱きながら過ごします。また幼稚園に
永く住みついているカエルたちが池の中に産んだ
卵が毎年孵り、たくさんのオタマジャクシに触れるこ
とができます。今の時代、なかなか出会うことができ
ない生き物に直に触れ、いのちを感じる体験を子ど
もたちは重ねていきます。
　夏に向かって、水や砂、泥に思い切り親しみま
す。この時期ならではの遊びに取り組み、水や泥の
感触を全身で楽しみ、心身共に開放して過ごす子
どもたちを見て、いつも嬉しく感じています。
　秋は過ごしやすい気候の中で、体を存分に動か
して遊ぶ充実感を味わう姿が多く見られます。また
大きなイチョウの木から落ちる銀杏をお箸で拾った
り、たくさんの落ち葉を見て「葉っぱでベッドを作ろ
う！」と友だちと落ち葉を両手いっぱいに集めてベッ
ドを作ったりと、秋の自然の豊かさ、季節の移り変わ
りを全身で感じます。
　冬は冷たい風が吹く中でも、鬼ごっこをしたり、サ
ッカーをしたり、砂場遊びをしたりと元気いっぱいで
す。雪が積もった時には雪合戦をしたり、そりすべり
も楽しみます。やがて春が訪れる頃、硬い蕾から梅
の花がほころんだり、球根の芽が出て育つ過程を
見て、寒さの中でもいのちが守られ育っていることを
子どもながらに知ります。
　幼稚園では１年を通して神様が与えて、守ってく
ださっている自然やいのちに親しむことができます。
子どもたちが神様に守られている、そして愛されて
いる安心感に満たされながら、また感謝の気持ちを
抱きながらのびやかに育つ支えを、今年度も大切に
したいと思っています。

初等部2年

ほうじょう あんなし
ん
一
年
生
へ

　ご入学おめでとうございます。
　しょとうぶでは、れいはいを大
せつにしています。れいはいと
は、かみさまとこころの中で、おは
なしをするじかんです。目には見
えないかみさまだけど、本とうに
いるのです。
　かみさまとどのようにはなすのかというと、手をくんで目
をつぶっておはなしをします。それをおいのりといいま
す。こころの中でおいのりをしたり、だれかのことをおもい
ながら、おいのりをこえに出していったりします。こころを
こめておいのりをします。
　わたしはいま、しん一ねんせいがふあんな気もちにな
らないように、おいのりをしています。だから、学校にくる
のをたのしみにしていてください。

初等部6年
武藤 好美家

族
と
共
に
歩
む
生
活

　ようこそ、初等部へ。私は新
しい仲間を迎えてわくわくして
います。一年生のみなさんは
心配な事や不安が沢山あると
思います。私もそうでした。
　私は、一年生の時に友達が
できるか不安でした。友達とい
っても同じ学年の人と、ちがう学年の人がいます。ちがう学
年の人とは、なかなかしゃべる機会がないと思います。しか
し初等部では、食堂給食という、ちがう学年の人と、おいし
いお食事を食べながらお話する交わりの時があります。
　食堂給食では、やさしい六年生が配ぜんをしてくれたり、
何度も声をかけてくれたりして、楽しい時間になった事をよく
覚えています。私も、その当時の六年生のように、楽しい時
間を下級生と共に作りたいです。だから安心して下さい。
　青山学院はみんな家族です。「わたしはぶどうの木、あな
たはその枝である。人がわたしにつながっており、わたしもそ
の人につながっていれば、その人は豊かに実を結ぶ。」（ヨ
ハネ15:5）という聖句を知っていますか？　青山学院はイエ
ス様とつながっています。だから毎日楽しい日々 がおくれます。
　元気いっぱいで楽しく、そしてイエス様につながっている
初等部生活をおくりましょう。

女子短期大学 子ども学科2年

中村 いま限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

　新入生の皆様、
ご入学おめでとう
ございます。入学
式から早二ヶ月、
新しい環境での学
びはいかがでしょう
か。また入学して
初めてキリスト教に
触れ、戸惑いを抱
いている方もいるかもしれません。私は生まれた時
からキリスト教の家庭で育ち、クリスチャンとしてこ
の短大を選びました。神様の導きの中で、この春か
ら青短の宗教活動委員長を務めさせていただけ
ることを、心から感謝しています。
　短大では、ここでしか経験することのできない事
がたくさんあります。週3回の礼拝、コンサートや秋
のキャンプなど青山学院ならではのイベントや行事
が行われています。
　新入生の皆様には、ぜひ積極的にそれらを選
び取っていただき、短大生活をより豊かにしていた
だきたいと願っています。
　短大での学びは高校とは違い、自分の興味関
心のある授業で、毎日とても充実しており、私にとっ
てこの一年は本当にあっという間でした。私はここ
で同じ志をもつ多くの仲間と出会い、語り合い、とも
に学ぶことによって、今まで気づかなかったことに
気づかされました。特に今年の2月にキリスト教学
実践Bという授業を選択し、9日間フィリピンの孤児
院に滞在し、そこでの様々な体験を通して、人生
観が変わるような貴重な経験をさせていただきまし
た。そこではクリスチャンの夫婦が中心となり、聖書
を基にした神様の愛が実践されていることを感じ
ました。子どもたちの真っ直ぐな澄んだ瞳と、心から
の明るい笑顔に、神様の愛に包まれて育つことが
どれほど素晴らしいことであるかを感じさせられま
した。また短大の仲間と過ごすことができ、共に感
動を分かち合うことに大きな喜びを感じました。
　新入生の皆様には、子ども学科は三年間、現代
教養学科は二年間という短く、限られた時間を大
切にしていただきたいと思います。そして短大生活
を通して、学びだけでなく聖書を通して本当の神
様の愛をぜひ知っていただきたいと思います。

大学 総合文化政策学部3年

佐藤 伸太郎御
言
葉
を
行
う

　新入生の皆さん、
ご入学おめでとうご
ざいます。今年も、新
たな仲間を青山学院
に迎えることができて
嬉しく思います。入学
から約2か月が経ちま
したが、そろそろ新し
い環境に慣れてくる
ころでしょうか。私が青山学院大学へ入学したの
は、2年前の4月でした。大学生活も折り返し地点
を迎えた私から、新入生の皆さんへ聖書のある御
言葉を紹介したいと思います。
　「御言葉を行う人になりなさい。自分を欺いて、
聞くだけで終わる者になってはいけません。」

　これから皆さんは長い大学生活を送ることにな
ります。大学での生活は、それまでの世界より広く
大きく感じるはずです。皆さん1人ひとりが、様々な
場所での多くの人 と々の新たな出会いを通じて、
自分自身を成長させていくでしょう。そこで覚えて
おいてもらいたいのが、この御言葉です。今、クリ
スチャンや求道中の方々は、自分が神様から受け
た恵みを他の人にも与えられるように生活してみ
ましょう。そして、自分自身の経験を多くの人に証し
ていきましょう。また宗教に無関心な方や批判的な
方もいらっしゃることと思います。そのような方々が
青山学院というミッションスクールに導かれたこと
は偶然ではないはずです。ぜひ一度、教会へ訪
れてみてほしいと思います。
　自分の信仰を公にして行動に移していくことは
難しいことです。私もクリスチャンであることを周り
の人に知られたくない時期がありました。また、大
学生活には多くの誘惑や試練があるかと思いま
す。しかし、神様はいつも共にいて、私たちに計画
を用意してくださっています。神様のご計画の中
で、そしてこの青山学院大学での生活の中で、い
つも神様が私たちと共にいることを覚えて、その御
言葉を行えるような人になっていくことが、私にとっ
ても皆さんにとっても大切だと思います。皆さんの
これからの大学生活が実りあるものとなっていきま
すよう、お祈りしております。

きを聞いた人々は悔い改めを促す呼びかけに
応えて洗礼を受け、弟子たちに加わりました。

「一つにされた」群れの誕生
　その群れに、新たな生き方が生まれました。
「信者たちは皆一つになって、すべての物を共
有にし、 財産や持ち物を売り、おのおのの必要
に応じて、皆がそれを分け合った。そして、毎日
ひたすら心を一つにして神殿に参り、家ごとに
集まってパンを裂き、喜びと真心をもって一緒に
食事をし、神を賛美していたので、民衆全体か
ら好意を寄せられた。こうして、主は救われる
人々を日々仲間に加え一つにされたのであ
る。」（2:44-47） 教会の始まりとして告げられて
いる出来事です。この人々には、不思議な魅力
を覚えます。親しみと温かさと言ったほうがい
いのかもしれません。ペンテコステの出来事の
初めから繰り返される「一つ」という言葉。この
言葉に、私たちの本来の在り方が指し示しさ
れています。

出来事から体験へ
　このペンテコステの出来事が起きた日、五旬
祭は、もともと「七週祭」と呼ばれる小麦の刈り
入れの祭りです。出エジプト記に記される過越

相良　昌彦

出会いと発見の喜びに満ちて始まった、学院生活。
各部の方に、新しい仲間に向けた言葉をいただきました。特集
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（ヤコブ1：22）

（出エジプト）から50日目にシナイ山において与
えられた、神と神の民との契約を記念する日で
もあります。畑からの産物の収穫を神殿に持ち
寄って祝う祭りは、人が生き続けて行く事を祝う
営みであり、神の恵みと守りを自分の体験として
受け止めるという事でした。さらにその祭りは、
十戒を主なる神からいただくことを通して、救い
主なる神のまなざしの中で、神の民として生きる
生き方が与えられた記念でもありました。創造
の始め、主なる神の息吹により命が与えられた
私たち、人が生きるという事の本質を祝う祭りの
日と言えるでしょう。その祝いの日に起きた神の
出来事を、教会の始まりの日として、私たちは覚
えてきたのです。主の十字架と復活から五十日
後、ペンテコステの祭りの日、一つに集まり祈っ
ていた弟子たち。不思議な神の出来事は、その
ことに出会った人々の確かな体験へと変えられ
ました。この後の弟子たちの歩みと、その弟子
たちと共に集められた群れの礼拝が、主イエス
を頭とする教会へと変えられていきます。そして
今の青山学院の歩みへと続いているのです。
ハッピー、 ペンテコステ！ シャローム！ 主なる
神の命の息吹を、主イエスの息をおぼえつつ、
私たちもここで共に祝いましょう。


